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迎
春

い
ま
、
下
中
島
地
区
の
海
岸
地
需
は

総
合
公
園
と
大
水
族
館
建
設
の
夢
と
希

望
を
は
ら
ま
せ
て
脚
光
を
浴
び
よ
う
と

し
て
い
ま
す
。

松
林
の
こ
ず
え
ご
し
に
、
越
の
酒
に

降
り
そ
そ
ぐ
春
雪
に
も
、
新
し
い
年
の

息
吹
ガ
感
じ
ら
れ
ま
す
。

畳間
F

の
暫
<
降
る
や
海
の
上

普

羅

小、、ぬ~
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魚津市長

清河七良

~ 

市
民
の
み
な
さ
ん

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

昨
年
の
社
会
経
済
環
境
は
、
内
外
と

も
に
最
悪
の
年
と
も
い
う
べ
き
多
事
多

端
な
明
け
暮
れ
で
あ
り
、
深
刻
な
不
況

と
雇
用
不
安
は
長
期
化
し
、
我
が
国
経

済
一は
、
い
ま
だ
経
験
し
た
こ
と
の
な
い

厳
し
い
も
の
と
な

っ
て
お
り
ま
す
。

政
府
の
方
針
は
、
こ
の
深
刻
な
不
況

を
克
服
す
る
た
め
新
年
度
は
、
経
済
を

安
定
成
長
に
誘
導
す
る
こ
と
を
最
優
先

さしミ年 頭のあ

一向

男
会
正

議市
井

日間
吉

i
・

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
昭
和
五
十

一
年
の
新
春
を
迎
え
、

み
な
さ
ん
の
御
健
康
と
御
繁
栄
を
心
か

ら
お
祈
り
‘申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
の
日
本
経
済
は
、
政
府
の
た
び

重
な
る
不
況
対
策
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

ゼ
ロ
成
長
の
中
で
終
っ
て
し
ま
い
、
ま

た
わ
が
国
の
国
土
建
設
も
き
び
し
い
総

需
要
抑
制
の
も
と
で
事
業
量
の
大
幅
な

落
込
み
を
示
し
、
特
に
公
共
投
資
の
工

事
量
は
、
四
十
六
年
の
水
準
ま
で
後
退

し
景
気
は
一
向
に
回
復
し
そ
う
も
な
く
、

地
方
財
政
も
経
済
環
境
の
急
激
な
悪
化

に
よ
る
影
響
を
受
け
、
か
つ
て
な
い
危

と
し
た
景
気
回
復
型
に
切
り
替
え
ら
れ

て
ゆ
く
も
の
と
思
い
ま
す
。

市
に
お
い
て
も
昨
年
は
厳
し
い
経
済

環
境
の
な
か
を
市
民
の
皆
さ
ん
の
御
協

力
に
よ
り
産
業
、
教
育
、
文
化
、
福
祉

の
向
上
な
ど
市
政
全
般
に
着
実
な
伸
展

を
示
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

い
ま
さ
ら
申
す
ま
で
も
な
く
、
都
市

は
人
聞
の
喜
び
を
広
げ
る
生
活
の
場
で

あ
り
、
人
聞
の
豊
か
さ
を
高
め
る
生
産

の
場
で
あ
り
、
人
聞
の
安
ら
ぎ
を
深
め

る
休
息
の
場
で
あ
り
ま
す
。

わ
た
く
し
は
、
本
年
も
こ
の
生
き
が

い
の
あ
る
都
市
建
設
の
た
め
に
「
人
間

優
先
」
の
市
政
を
積
極
的
に
進
め
て
ゆ

き
た
い
と
存
じ
ま
す
。

特
に
本
年
は
、
厳
し
い
財
政
危
機
の

機
に
直
面
し
、
極
め
て
憂
慮
す
べ
き
事

態
に
立
ち
い
た

っ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
き
び
し
い
不
況
の
続
く
な
か
で

新
年
を
迎
え
、
地
方
自
治
体
は
、
地
方

財
政
危
機
を
乗
り
越
え
る
べ

く
全
力
を

傾
注
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
そ
れ
に
は

地
方
自
治
体
が
こ
れ
ま
で
の
あ
り
方
を

抜
本
的
に
見
直
し
、
安
定
成
長
と
い
う

新
ら
し
い
時
代
に
対
応
し
、
地
方
自
治

体
白
か
ら
の
努
力
と
相
ま
っ
て
、
必
要

な
地
方
財
源
の
確
保
、
超
過
負
担
の
解

消
の
措
置
を
講
ず
る
よ
う
強
く
国
に
働

き
か
け
る
と
と
も
に
、
市
の
施
策
の
推

進
に
努
力
い
た
す
覚
悟
で
ご
ざ
い
ま
す

の
で
、
市
政
に
対
す
る
み
な
さ
ん
の
よ

り

一
層
の
御
理
解
と
御
協
力
を
賜
わ
り

ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
し
て
新

年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

認
識
に
立
っ
て
財
政
の
健
全
性
と
財
政

構
造
の
合
理
化
を
は
か
つ
て
地
域
社
会

の
発
展
と
住
民
福
祉
の
向
上
の
た
め
必

要
な
生
活
関
連
施
策
の
整
備
、
社
会
福

祉
の
充
実
な
ど
に
最
善
の
努
力
を
い
た

し
た
い
と
存
じ
ま
す
。
そ
し
て
五
万
市

民
の
願
い
で
あ
る

「
明
る
く
住
み
よ
い

調
和
の
と
れ
た
ま
ち
づ
く
り
」
を
目
指

し
て
「
愛
と
う
る
お
い
の
あ
る
市
政
」

の
実
現
に
勇
気
と
自
信
を
も
っ
て
努
め

て
ま
い
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

市
民
の
み
な
さ
ん
、
ど
う
か
本
年
も

倍
旧
の
御
協
力
を
賜
わ
り
ま
す
よ
う
お

願
い
い
た
し
ま
す
と
と
も
に
、
み
な
さ

ま
が
た
の
御
多
幸
を
心
か
ら
お
祈
り
申

し
上
げ
ま
し
て
新
年
の
御
挨
拶
と
い
た

し
ま
す
。

住民直接請求による(竹諒)

議員定数削減条例案
は否決

反対15で・・.... 賛成14，

ロ
月
定
例
市
議
会
は
日
日
に
開
催
さ

れ
、
清
河
市
長
か
ら
同
議
案
に
つ
い
て

提
案
理
由
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

続
い
て
日
日
再
会
の
本
会
議
で
、
住

民
の
直
接
請
求
に
よ
る
議
員
定
数
削
減

の
条
例
案
が
追
加
提
出
さ
れ
、代
表
、

一
般
質
問
の
後
、
先
に
提
案
さ
れ
た
各

議
案
は
そ
れ
ぞ
れ
各
常
任
委
員
会
に
付

託
さ
れ
、
議
員
定
数
削
減
条
例
案
は
、

特
別
委
員
会
を
作
っ
て
審
議
す
る
こ
と

に
な
り
、
同
委
員
会
に
付
託
さ
れ
ま
し

た
。初

日
再
会
さ
れ
た
本
会
議
で
は
、
さ

ら
に
同
意
を
求
め
る

2
議
案
の
追
加
提

出
が
あ
り
、
討
論
採
決
の
結
果
、
継
続

審
議
に
さ
れ
て
い
た
的
年
度
各
会
計
決

算
認
定
と
回
議
案
が
可
決
さ
れ
、
住
民

直
接
請
求
に
よ
る
議
員
定
数
削
減
条
例

案
は
、
投
票
に
よ
る
採
決
の
結
果
否
決

さ
れ
ま
し
た
。

議
決
さ
れ
た
主
な
議
案

・

一
般
会
計
補
正
予
算

日
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
は
、
歳

入
歳
出
に
そ
れ
ぞ
れ
二
億
一
千
三
百
四

十
六
万
四
千
円
を
追
加
し
て
、
そ
の
総

額
を
四
十
七
億
五
千
百
五
十
九
万
九
千

円
と
す
る
も
の
で
、

人
事
院
勧
告
に
よ

る
職
員
給
与
の
改
定
な
ど
、

事
業
執
行

上
や
む
を
得
な
い
も
の
が
計
上
さ
れ
て

い
ま
す
。
こ
れ
を
項
目
別
に
見
ま
す
と
、

歳
出
で
は
、
議
会
費
に
百
八
万
三
千
円
、

総
務
費
一
億
七
百
三
十
七
万
九
千
円
、

衛
生
費
八
百
八
十
三
万
三
千
円
、
労
働

費
百
三
十
六
万
円
、
農
林
水
産
業
費
八

千
七
百
四
十
七
万
二
千
円
、
商
工
費
七

百
五
十
万
九
千
円
、
土
木
賀
九
百
七
十

四
万
三
千
円
、
消
防
費
四
百
四
十
七
万

六
千
円
、
教
育
費
一
千
五
百
七
十
八
万

五
千
円
、
災
害
復
旧
費
百
九
十
七
万
二

千
円
、
諸
支
出
金
に
二
百
五
十
五
万
円

と
な
っ
て
い
ま
す
。
歳
入
で
は
、
地
方

交
付
税
七
千
七
百
九
十
万
四
千
円
の
外

県
支
出
金

・
市
税
な
ど
十
一
項
目
の
財

源
が
充
当
さ
れ
て
い
ま
す
。

-
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

・
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計
補
正

予
算

・
農
業
共
済
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

・
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

・
農
業
共
済
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る

条
例

.
漁
港
管
理
条
例

・
字
の
区
域
の
変
更
な
ど
に
関
す
る
も

の
2
件

・
土
地
改
良
事
業
計
画
に
関
す
る
も
の

3
件

認
定
さ
れ
た
決
算

・

ω年
度
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
、

外
各
会
計
の

5
決
算

同
意
さ
れ
た
議
案

-
浜
田
孫
一
氏
を
固
定
資
産
評
価
審
査

委
員
会
の
委
員
に
選
任

・
小
林
憲
治
氏
を
農
業
共
済
事
業
運
営

協
議
会
の
委
員
に
選
任

否
決
さ
れ
た
議
案

-
市
議
会
議
員
の
定
数
を
定
め
る
条
例

の
設
定
に
つ
い
て

特
別
委
員
会
を
設
置
し
て
審
議
さ
れ

て
い
た
住
民
直
接
請
求
に
か
か
る
本
件

に
つ
い
て
は
、
討
論
採
決
の
結
果
賛
成

比
反
対
日
で
否
決
さ
れ
ま
し
た
。

2 一一
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最
終
予
算
額
四
十
億
八
千
八
百
九
十

九
万
一
千
円
に
対
し
、
決
算
額
は
歳
入

四
十
二
億
三
千
二
百
万
七
千
円
、
歳
出

四
十
億
二
千
四
百
十
四
万
円
と
な
り
、

二
億
七
百
八
十
六
万
七
千
円
の
剰
余
金

を
次
年
度
へ
繰
越
し
ま
し
た
。

実施した主な事業
投資的経費の内訳(主なもの)

普通建設事業

事 業 名 金 官員

(1)補助事業 千円

野方保育園建設事業 68，301 

農業構造改善事業 9，299 

老朽ため池等盤備事業 5，050 

農道盤{賄事業 10，940 

林道開設改良事業 28，330 

経団漁港修築事業 88，000 

道(金路山改谷良北事山業線，北鬼江青島線) 41，490 

都市改造事業 198，000 

街(馬路出町事茄業餓，魚満尽由民側割線) 92，700 

村木 2号公園築造事業 4，002 

消防施設整備事業 4，300 

商布施，古島小学校プール建設事業 40，000 

道下，経団小学校改築事業 98，616 

吉島公民館建設事業 29，379 

学校給食センター整備事業 68，939 

総合体育館建設事業 74，533 

(2)単独事業

交通対策事業 5，016 

農山村自然環境活用事業 5，760 

団体営ほ場整備補助金 17，643 

非補助単独ほ場整備事業 20，000 

県，市単土地改良事業 12，731 

沿岸漁業構造改善対策費補助金 5，000 

経田漁港船揚場建設事業費 41，990 

工場環境整備事業 4，500 

道路新設改良事業 115，322 

団地集会室建設事業 3，990 

公園敷地買収費 20，518 

経団小学校改築事業 27，274 

野球場繁備工事 4，600 

決 算 官民 1投入歳出
正ヱ〉ミ、 計 名 差 引古fi

品提 人 首長 出

T-I[J rp:J 下門

骨主 422 〉、 4，232，007 4，024，140 207，867 

下水道事業会計 5，606 5，153 453 

簡易水道 事業会 計 15，430 14，913 517 

国民健康保険事業会計 709，088 719，520 610，432 

農業共済事業会計 131，184 68，695 62，489 

(農作物共済勘定) 67，709 8，995 58，714 

(家畜共済 勘定) 8，132 6，062 2，070 

(業 務勘定) 52，472 50，909 1，563 

(果 樹共済勘定) 2，871 2，729 142 

-&コ入 5十 5，093，315 4，832，421 260，894 

昭和49年度会計別決算状況

「
今
月
の
納
税
」

市
・
県
民
税
第
四
期
分

納
期
限
は
ペ
1

月
引
日
で
す
。 一般会計性質別支出

区 分 決算額 構成比 3構9年成度比

千円 % % 
l 人 {牛 費 1，135，478 28.2 23.3 

2.物 {牛 費 401，202 10.0 11.4 

3.維持補修費 52，484 1.3 2.2 

4.扶 助 費 436，083 10.8 5.7 

5.補 助 費 等 182，922 4.5 4.9 

6 公 {賞 費 152，907 3.8 8.2 

7.梢 立 金 527 

8 投 資 及 び 出 資 金 3，441 0.1 

9 貸 付 金 33，314 0.8 0.6 

10.繰 出 金 87，498 2.2 0.6 

11投資的経費 1，538，284 38.3 43.1 

(普通建設事業費) 1，408，048 35.0 28.7 

(災害復旧事業費) 51，647 1.3 9.7 

(失載す策事業費) 78，589 2.0 4.7 

歳出合計 4，024，140 100.0 100.0 

- 3 -

産

区 分 金額又は而制

土 地 380， 270m' 

建 物 111，722m' 

基 金 217，002 r"'1 

有価証券その他 36，219f-1'1 

一時借入金の状況

借入 先 借入額 借入期間

北陸銀行 70，000f-l1l 
49.8.27-
49.9 .4 

北陸銀行 50，000干ドl
49.12.25-

49.12.28 

財有市
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市債の内訳市税の内訳

構
成
比
を
対
比
し
て
見
ま
し
た

こ
こ
叩
年
の
聞
に
市
の
歳
入
歳
出
が

ど
の
よ
う
に
変
化
し
て
い
っ
た
か
を
見

る
た
め
に
、
ぬ
年
度
の
決
算
と
そ
の
構

成
比
率
で
対
比
し
て
見
ま
し
た
。

よ
く
見
る
と
社
会
の
進
歩
と
変
化
が

表
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

計決算状況
歳出

A
Q

一
A脅支

区 分 予算額 決 算 額 割支 合出 構成費 3構9年成度比

千円 千円 % % % 
1議 iZ当三h 費 54，817 54，512 99.4 1.4 2.0 

2総 務 費 673，180 663，570 98.6 16.5 12.7 

3民 生 費 834，973 825，832 98.9 20.5 9.6 

H街 生 費 162，263 160，763 99.1 4.0 4.3 

5労 価力 費 82，331 81，426 98.9 2.0 4.8 

6農林水産業費 511 ，056 495，896 Q7.0 12.3 9.4 

7商 工 費 92，837 91，807 98.9 2.3 4.0 

8土 木 費 660，412 657，419 99.5 16.3 15.7 

9 i肖 防 '貨 105，082 103，531 98.5 2.6 2.9 

10教 育 費 683，072 675，391 98.9 16.8 16.9 

11災 害 復旧費 53，346 51，647 96.8 1.3 9.6 

12公 {貨 費 164，384 153，239 93.2 3.8 8.1 

13諸 支 出金 10，288 9，107 88.5 0.2 

14予 f務 費 950 

歳 出 {5 、 5十 4，088，991 4，024，140 98.4 100.0 100.0 

入

区 分 予 算額 決算額 収割 合入 構成比 3構9年成度比

十円 千円 % % % 
l市 税 1，176，552 1，261，205 107.2 30.0 43.3 

2地 方譲与税 17，000 25，360 149.2 0.6 

3娯楽施設利用税交付金 12，400 11，994 96.7 0.3 

4自動車取得税交付金 30，000 49，043 163.5 1.1 

5 :t也方交付税 959，636 1，005，401 104.8 23.7 10.0 

6交通安全対策期IJ交付金 4，700 4，587 97.6 0.1 

7分担金及び負担金 160，888 157，774 98.1 3.7 2.0 

8使用料及び手数料 75，350 75，457 100.1 1.8 3.7 

9国庫支出金 833，870 830，270 99.6 19.6 14.3 

10県 支 出金 285，181 276，810 97.1 6.5 8.8 

11財 産収入 80，102 73，571 91.8 1.7 1.8 

12寄 附 金 45，537 45，796 100，6 1.1 2.2 

13繰 越 金 90，145 90，145 100.0 2.1 2.1 

14諸 月又 入 103，930 113，094 108.8 2.7 0.6 

15市 {賞 213，700 211，500 99.0 5.0 11.2 

歳 入 ，g. 5十 4，088，991 4，232，007 103.5 100.0 100.0 

歳

全
国
で
集
め
ら
れ
た
簡
易
保
険
や
国

一
、
七
九

O
高

~

一
民
年
金
の
掛
金
は
、
そ
の
一
部
が
地
方

国

民

年

金

特

別

融

資

門

…
公
共
団
体
に
貸
出
さ
れ
て
公
共
施
設
の

総

合

体

育

館

建

設

事

業

~

一
整

備

等

に

役

立

っ

て

お

り

ま

す

。

一

億

六

、

O
八

O
Z
一

日
年
度
に
市
が
こ
れ
ら
の
融
資
を
受
住
吉
保
育
園
改
築
事
業

一

け

る

予

定

は

、

次

の

と

お

り

で

す

。

一

、

五

二

oz
…

簡

易

保

険

積

立

金

還

元

融

資

老

人

居

室

整

備

資

金

貸

付

事

業

都
市
計
画
事

業

二

、
四
三

O
Z

四
二

O
百
一

上

野

方

小

学

校

体

育

館

建

設

事

業

~

国
保
は
赤
字
決
算
と
な
り
ま
し
た

ω年
度
は
、
大
幅
な
医
療
費
の
値
上

げ
な
ど
が
あ
っ
て
、
財
政
的
に
苦
し
い
事

業
運
営
と
な
り
、
種
々
の
方
策
が
講
じ

ら
れ
て
い
ま
す
が
、
つ
い
に
一
千
四
十

三
万
一
千
八
百
六
十
一
円
の
赤
字
決
算

と
な
り
ま
し
た
。

被
保
険
者
|
人
当
り
の
保
険
税
を

市
が
支
払
っ
た
医
療
費

一般会計繰入金
22，366，000円
3.1% 
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本
年
度
は
横
枕
集
中
管
理
計
画
の
初

年
度
と
し
て
、
石
垣
地
内
に
配
水
池
一

式

(
二
百
八
十
平
方
灯
)
と
、
横
枕
管

理
室
と
を
結
ぶ
送
水
管
延
長
千
四
百
八

十
六
灯

(
口
径
二
百
ミリい川)
を
布
設
、

そ
の
外
、
江
口
地
区
な
ど
十

一
路
線
に

配
水
管
延
長
四
千
五
百
八
十
九
日
を
布

設
し
ま
し
た
。

な
お
、

ω年
度
の
決
算
状
況
は
別
表
の

と
お
り
で
す
。
損
議
計
算
書
に
よ
る
と

4
司
製
作
中
の
坂
井
さ
ん
と
作
品

蒔

収
益
で
は
、
水
道
使
用
料
、
受
託
工
事

収
益
な
ど
を
合
わ
せ
て

一
億
六
百
六
十

四
万
六
十
円
、
一
方
、
支
出
は
、
物
件
費
、

人
件
費
、
企
業
償
利
息
な
ど
を
合
わ
せ

一
億
四
百
四
十
二
万
三
千
円
と
な
り
、

差
し
引
き
二
百
二
十
二
万
三
千
円
の
純

利
益
が
生
じ
て
お
り
ま
す
。

〈企
業
憤
〉

水
道
施
設
の
拡
張
の
た
め
に
借
り
て

い
る
企
業
償
は
的
年
度
で
は
四
千
五
百

万
円
で
す
が
、
こ
れ
ま
で
の
発
行
額
を

合
わ
せ
る
と
、

二
億
八
千
二
十
五
万
円

と
な
り
ま
す
。
こ
の
う
ち
的
年
度
中
に

八
百
四
十
九
万
二
千
円
を
償
還
し
、
前

年
度
ま
で
の
俄
避
高
を
合
わ
せ
る
と
、

坂 議会

誌師
雄
さ
ん

(68) 
歳

原
井
さ
ん
は
、
友
道
町
2
2
8
4
の

3
に
住
ん
で
お
ら
れ
ま
す
。

市
内
で
は
た
万

一
人
の
一
時
給
師
と
し

て
そ
の
伝
統
技
法
を
舎
に
伝
-X
る
貴
重

な
存
在
と
な
っ
て
い
ま
す
。
漆
器
業
の

盛
ん
な
本
市
で
は
特
に
業
界
発
展
の
だ

め
必
要
か
く
べ
か
ら
ざ
る
万
と
思
わ
れ

ま
す
。
一
時
絵
は
、
主
に
お
わ
ん
、
組
盃
(大

盃
)
、仏
だ
ん
な
ど
に
ほ
と
こ
さ
れ
そ
の

優
美
を
誇
っ
て
い
ま
す
。

近
時
、
ご
子
患
も
こ
の
道
に
入
い
ら

れ
、
ま
す
ま
す
力
を
得
て
、
こ
の
道
発

展
の
だ
め
に
精
進
し
て
お
ら
れ
ま
す
。

ち
な
み
に
そ
の
切
績
に
よ
り、

昨
年

市
表
彰
を
お
受
け
に
な
り
ま
し
だ
。

七
千
六
百
二
十
三
万
六
千
円
と
な
り
、

未
悩
避
残
高
は
二
億
四
百
一

万
四
千
円

と
な

っ
て
い
ま
す
。

〈
固
定
資
産
〉

有
形
固
定
資
産
の
当
年
度
増
加
高
は、

六
千
十
八
万
八
千
円
で
、
年
度
末
に
お

け
る
現
在
高
が
四
億
九
十

一
万
五
千
円

と
な
り
ま
す
。
こ
の
う
ち
、
年
度
中
に

一
千
二
百
五
十
四
万
二
千
円
を
償
却
し
、

悩
却
額
の
総
額
は
八
千
二
百
二
十
八
万

五
千
円
と
な
り
、
年
度
末
の
償
却
未
済
高

は
三
億

一
千
八
百
六
十
三
万
円
と
な
り

ま
し
た
。

〈
業
務
状
況
v

ω年
度
中
に
配
水
池
か
ら
送
ら
れ
た

千円単位49年度損益計算書

d

司
検
枕
管
理
室
の
内
部

水
の
量
は
三
百
二
十
五
万
立
方
灯
、
こ

の
う
ち
家
庭
な
ど
で
使
わ
れ
た
水
の
量

は
二
百
二
十
四
万
立
方
幻
で
、
有
収
率

は
六
五

・
三
%
と
な
っ
て
い
ま
す
。

な
お
、
当
年
度
に
実
施
し
た
新
設
給
水

干!~ 目 金 組 科 目 金 富民

固定 資 産 318，672 流 動 負 債 9，795 

(有 形固定 資産) 318，631 未 :j1、 金 2，115 

土 I也 7，255 前 '3笠i: 金 1，309 

建 物 1，911 そ の 他 流 動負債 6，371 

れ時 築 物 294，469 資 本 金 309，232 

機械及装置 12，831 自己資本 金 105，219 

車 両運搬 具 1，398 借入資本金 204，013 

工具， 器具放1~il品 767 企 業 u't 204，013 

(無 形 固 定 資 産) 41 乗，IJ 余 金 26，519 

施 設 利用権 41 (資本剰余金) 13，184 

流 動資 産 26，874 受 贈 財 産 評 価額 9，124 

現 金 預 金 10，390 工 事 負 担 金 4，060 

末 ヰ又 金 6，845 (利益剰余 金) 13，335 

貯 蔵 ロロロ 4，639 j成償梢立金 2，000 

そ の他流動資産 5，000 建設改良積 立 金 9，055 

繰 越利益剰余金 57 

当年度純利益 2，223 

メEコ入 言十 345，546 ム口、 計 345，546 

千円単位49年度貸借対照表

工
事
は
三
百
八
十
五
件
で
、
こ
れ
に
よ

り
、
給
水
戸
数
は
六
千
五
百
八
十
戸
、

給
水
人
口
で
二
万
九
千
九
百
六
十
七
人

と
な
り
、
昨
年
よ
り
戸
数
で
四
百
二
十

四
戸
、
人
口
で
四
百
三
十
人
増
加
し
て

い
ま
す
。

以
上
の
よ
う
に
、
的
年
度
は
か
ろ
う

じ
て
黒
字
経
営
を
維
持
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
が
、
今
後
不
安
定
な
経
済
情

勢
の
な
か
で
ま
す
ま
す
苦
し
い
経
営
が

予
想
さ
れ
る
の
で
、
企
業
の
合
理
化
と

無
駄
な
経
費
の
節
減
に
努
め
、
よ
り
安

く
、
よ
り
豊
富
な
水
を
市
民
の
み
な
さ

ん
に
供
給
す
る
た
め
に
努
力
し
て
お
り

ま
す
。

一一 5 一一

科 目 金 古目 科 目 金 富民

件昌崎 業 費 用 93，012 砕邑民 業 収 益 106，018 

原水及浄水質 7，331 ~ーι口 水 ij~ 益 74，002 

配 水及給水質 13，779 受託工 事 収益 17，874 

受託 工 事 費 17，376 その他 営業 収益 14，142 

総 経 費 37，475 営 業 外収益 628 

減価償却費 12，542 1程ι. 耳E 手IJ 子 343 

資 産 j成 耗費 535 緑色 ij~ 益 285 

そ の 他 営業 費用 3，974 

営 業 外 費 用 11，411 

3長桧~ ~主義釜 11，411 

当年度 純 利益 2，223 

ぷt:I入 106，646 メg. 言十 106，646 
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司
会

皆
さ
ん
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
そ
れ
で
は
新
年
を
迎
え
る
に
あ
た

り
、
市
長
を
囲
ん
で
、
魚
津
市
に
対
す

る
皆
さ
ん
の
夢
や
希
望
等
を
話
し
て
も

ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

魚津市長

清 河 七 良

市
長

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
今
日
は
魚
津
市
の
、
こ

れ
か
ら
伸
び
て
ゆ
く
若
い
中
学
生
の
方

に
集
ま

っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

将
来
の
魚
津
が
ど
の
よ
う
に
あ

っ
て

ほ
し
い
か
、
又
発
展
し
て
い

っ
た
ら
よ

い
か
お
話
し
し
て
い
た
だ
き
ま
し
て
、

明
る
い
住
み
よ
い
都
市
づ
く
り
の
参
考

に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

司
会

昨
年
十
月
一
日
に
行
わ
れ
た
国

勢
調
査
に
よ
る
魚
津
市
の
人
口
は
、
四

万
八
千
四
一
九
人
で
、
昭
和
何
年
の
四

万
七
千
一
二
四
人
に
比
べ
千
二
百
九
五

人
増
え
て
い
ま
す
。

ま
す
ま
す
発
展
す
る
魚
津
市
の
将
来

の
施
策
に
つ
い
て
市
長
さ
ん
か
ら
、
そ

の
あ
ら
ま
し
を
述
べ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

水
族
館
と
下
水
道
計
画
の
構
想

市
長

こ
れ
か
ら
の
市
が
進
め
よ
う
と

し
て
い
る
大
き
な
仕
事
は
沢
山
あ
り
ま

す
。
ま
ず
、
下
水
道
の
仕
事
で
あ
り
ま

す
が
、
住
み
よ
い
都
市
と
す
る
た
め
に

は
、ま
ず
生
活
環
境
の
整
備
が
大
切
で
あ

り
ま
し
て
、
こ
れ
は
百
億
円
以
上
か
か

る
大
事
業
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
事
業
の
土
地
確
保
に
非
常
に
苦

し
ん
で
お
り
ま
す
。

つ
い
で
水
族
館
で

す
が
、
こ
れ
も
ま
た
大
事
業
で
あ
り
ま

す
。
旧
の
水
族
館
は
、
日
本
の
三
大
水

族
館
の
一
つ
で
あ
っ
た
歴
史
を
誇
っ
て

い
た
も
の
で
す
。
市
民
の
皆
さ
ん
に
は

言
う
に
お
よ
ば
ず
:
:
:
市
外
か
ら
お
い

で
に
な
る
方
々
に
対
し
、
v

魚
津
市
で
自

慢
で
き
る
楽
し
む
こ
と
の
で
き
る
施
設
、

又
憩
い
に
な
る
も
の
が
な
い

:
:
:
一
方
、

魚
の
津
と
い
う
市
名
で
、
漁
業
が
盛
ん

で
あ
り
、
魚
が
う
ま
い
と
市
内
外
に
知

ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
と
し
て
、
ぜ
ひ
、
作

っ
て
み
た
い
、
ま
た
作
ら
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
も
の
で
あ
り
ま
す
。
水
族
館
で

は
、
一
日
中
ゆ
っ
く
り
遊
べ
る
よ
う
な
も

の
、
歴
史
的
に
ど
こ
に
も
な
い
よ
う
な

も
の
を
作
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
他
い
ま
事
業
進
行
中
の
野
球
場

を
す
ば
ら
し
い
も
の
に
完
成
し
た
い
。

又
、
大
き
な
中
央
公
民
館
を
作
り
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
今
日
は
皆
さ
ん
の
夢

や
希
望
を
ど
ん
ど
ん
述
べ
て
く
だ
さ
い
。

束中 2年

原君

司
会

稲
沖
さ
ん
ど
う
で
す
か
。

稲
沖

新
し
い
水
族
館
が
私
の
住
ん
で

い
る
近
く
に
出
来
る
そ
う
で
す
が
、
交

通
の
便
が
悪
い
の
で
電
車
の
駅
、
自
動

車
道
路
等
考
え
て
も
ら
い
た
い
も
の
で

す
。

米
国

新
し
い
水
族
館
に
埋
没
林
館
も

入
れ
た
ら
ど
う
で
し
ょ
う
。

市
長

水
族
館
の
交
通
に
つ
い
て
は
、

国
道
八
号
線
か
ら
新
し
く
作
る
道
路
、

富
山
地
方
鉄
道
の
利
用
客
の
た
め
の
、

市
街
地
道
路
の
拡
幅
等
を
考
え
て
い
ま

す
。
埋
没
林
は
陳
列
物
と
し
て
ぜ
ひ
入

れ
た
い
も
の
で
す
ね
。

金
坂

魚
の
数
、
種
類
を
多
く
し
た
ら

ど
う
で
し
ょ
う
か
、
又
遊
園
地
を
広
く

し
て
ジ
ェ
ッ
ト
コ
ー
ス
タ
ー
を
海
の
上

に
作
り
カ

ッ
コ
イ
イ
も
の
が
ほ
し
い
で

す
ね
。

八
回

皆
ん
な
が
海
の
中
に
入
っ
て
、
実

際
に
魚
が
と
れ
る
施
設
を
作
っ
て
も
ら

い
た
い
で
す
ね
。

原

自
然
を
楽
し
め
る
よ
う
な
、
例
え

ば
緑
を
多
く
し
て
公
園
を
広
く
と

っ
た

ら
ど
う
で
し
ょ
う
。

市
長

新
し
い
水
族
館
、
こ
れ
は
総
合

自
然
公
園
と
し
て
計
画
し
て
い
ま
す
。

こ
の
中
で
は
、臨
海
教
育
の
場
と
し
て
、

夏
の
問
、
海
の
な
い
と
こ
ろ
の
子
供
に

海
の
勉
強
の
場
と
し
て
利
用
で
き
る
施

設
も
作
り
た
い
。
ま
た
レ
ス
ト
ラ
ン
、

駐
車
場
も
広
く
っ
く
り
、
中
に
は
植
物

園
、
築
山
、
浮
き
ぶ
い
で
釣
り
を
楽
し

め
る
も
の
、

-モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
に
乗
れ

る
、
海
聞
の
一
部
で
は
水
鳥
が
遊
ん
で

い
る
、
そ
う
い
う
も
の
を
考
え
て
い
ま

す
。
海
岸
に
離
岸
堤
を
作
り
、
今
は
泳

げ
な
い
魚
津
の
海
に
海
水
浴
場
を
作
る

と
い
う
構
想
も
入
っ
て
い
ま
す
。束中 2年

虎谷君

虎
谷

ス
リ
ル
を
感
じ
ら
れ
る
も
の
を

作
れ
ば
い
い
な
あ

l
。

二
十
五
れ
も
あ
る
大
水
槽

市
長

水
槽
は
従
来
の
よ
う
な
も
の
で

な
く
、
二
十
五
れ
も
あ
る
大
水
槽
を
作
り
自

然
の
海
に
近
い
も
の
を
見
て
い
た
だ
く

予
定
で
す
。
ま
た
一
方
で
は
、
映
写
室

し
ん

S
ろ
A
7

を
作
り
、
い
つ
も
は
見
れ
な
い
、
昼
気
楼

や
、
は
た
る
い
か
を
み
て
い
た
だ
く
と

い
う
よ
う
に
、
日
本
で
は
類
例
の
な
い

も
の
を
考
え
て
い
ま
す
。

司
会

ど
う
ぞ
他
の
こ
と
で
何
か
ご
意

見
を
。

虎
谷

図
書
館
に
も
っ
と
本
を
沢
山
お

い
て
も
ら
い
た
い
で
す
ね
。
ま
た
、
勉

強
し
て
い
る
人
と
遊
び
に
き
て
い
る
人

が
一
緒
の
部
屋
に
な
っ
て
い
ま
す
か
ら
、

こ
れ
を
別
々
に
し
て
、
本
の
種
類
は
、

遊
び
の
部
屋
で
は
マ
ン
ガ
の
本
を
お
く

な
ど
考
え
て
も
ら
い
た
い
で
す
ね
。

市
長

そ
う
で
す
ね
。

ハ
ハ
ハ

八
回

東
部
中
学
校
の
校
舎
が
古
く
な

っ
て
い
ま
す
の
で
早
く
新
築
し
て
も
ら

い
た
い
で
す
。

市
長

体
育
館
と
一
部
建
物
を
鉄
筋
に

し
ま
し
た
が
、
現
在
市
内
の
学
校
が
全

部
古
く
な
っ
て
い
ま
し
て
、
計
画
的
に

鉄
筋
に
改
築
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

稲
沖

天
神
山
に
野
球
場
が
で
き
て
い

ま
す
が
、
車
で
な
け
れ
ば
行
け
な
い
の

で
、
も
う
少
し
近
い
と
こ
ろ
に
野
球
場

も
含
ん
だ
ス
ポ
ー
ツ
公
園
的
な
も
の
を

作
っ
て
も
ら
い
た
い
。

金
坂

西
中
の
サ

ッ
カ
ー
部
が
県
大
会

で
優
勝
し
ま
し
た
の
で
す
が
、
そ
の
公

園
に
サ
ッ
カ
ー
も
で
き
る
よ
う
な
も
の

も
作
っ
た
ら
ど
う
で
し
ょ
う
。

市
長

何
か
新
し
い
ア
イ
デ
ア
の
、
そ

う
い
う
も
の
が
な
い
で
す
か
。
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東中 2年

八回さん

司
会

こ
こ
に
下
水
道
の
終
末
処
理
場

の
構
想
図
が
あ
り
ま
す
。
活
性
汚
泥
法

と
い
う
方
式
で
、
す
べ
て
最
後
に
は
き

れ
い
な
水
に
し
、
残
り
は
焼
却
し
て
灰

に
し
て
し
ま
い
ま
す
。
こ
の
施
設
だ
け

で
三
十
億
円
余
り
の
お
金
が
必
要
で
す
。

市
の
歴
史
を
勉
強
し
た
い

米
国

児
童
ク
ラ
ブ
や
学
校
で
は
ク
ラ



ブ
が
あ

っ
て
い
ろ
い
ろ
活
動
し
て
い
ま

す
が
、
生
徒
全
体
が
魚
津
市
の
地
理
や

歴
史
に
つ
い
て
勉
強
す
る
機
会
を
持

っ

て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

司
会

市
で
は
市
政
パ
ス
教
室
と
い
う

も
の
を
や
っ
て
い
ま
し
て
、
史
跡
や
文

化
財
め
ぐ
り
も
入
れ
、
皆
さ
ん
に
も
参

加
し
て
も
ら
う
こ
と
を
考
え
て
い
き
た

い
と
思

い
ま
す
。

市
長

一
つ
考
え
て
見
ま
し
ょ
う
。

金
坂

お
母
さ
ん
達
が
市
の
運
動
施
設

な
ど
い
ろ
い
ろ
あ

っ
て
、
ク
ラ
ブ
み
た

い
の
が
出
来
て
い
て
、
忙
し
い
と
き
は

行
か
れ
な
い
と
言
っ

て
お
ら
れ
ま
す
。

こ
う
い
う
も
の
に
つ
い
て
も
自
由
に
参

加
で
き
る
方
法
や
施
設
を
考
え
て
も
ら

い
た
い
も
の
で
す
。

市
長

だ
れ
に
で
も
利
用
し
て
も
ら
う

意
味
で
作

っ
た
市
民
総
合
体
育
館
、
こ

れ
は
三
十
円
の
入
場
料
で

一
人
で
も
、

近
所
の
方
二
、
三
人

一
緒
で
も
、
自
由

に
利
用
し
て
も
ら
い
た
い
で
す
ね
。
運

動
の
機
械
等
備
え
付
け
て
あ
り
ま
す
か

ら
、
お
母
さ
ん
方
で
は
楽
し
み
な
が
ら

運
動
や
美
容
の
た
め
に
大
い
に
利
用
し

て
い
た
だ
き
た
い
。

司
会

市
は
新
川
広
域
圏
の
中
心
的
存

在
か
と
思
わ
れ
ま
す
が
広
い
意
味
で
何

か
希
望
な
ど
あ
り
ま
せ
ん
か
。

稲
沖

都
市
的
に
は
山
側
は
住
宅
地
、

西中 3年

稲沖君

現
市
街
地
は
商
業
地
域
と
し
て
別
々
に

し
て
考
え
て
い

っ
た
ら
ど
う
で
し
ょ
う

0

.
公
害
の
な
い
町
づ
く
り
を
進
め
て
も

ら
い
た
い
。

虎
谷

魚
津
市
は
公
害
の
な
い
商
業
中

心
の
都
市
と
し
て
発
展
を
考
え
て
い

っ

た
ら
い
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

米
国

住
宅
地
は
国
道
八
号
線
か
ら
山

側
に
考
え
た
ら
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

八
回

私
達
の
日
常
生
活
に
身
近
な
施

策
を
す
す
め
て
も
ら
い
た
い
も
の
で
す

ね
。

原

工
場
を
市
街
地
に
は
作
ら
な
い
で
、

公
害
を
な
く
し
て
も
ら
い
た
い
で
す
ね
。

虎
替

市
街
地
に
緑
が
少
く
な
っ
て
い
る

よ
う
で
す
。
緑
地
帯
を
多
く
作

っ
た
ら

ど
う
で
し
ょ
う
か
。

市
長

田
園
は
、
法
律
に
よ
り
今
で
は

簡
単
に
宅
地
に
す
る
こ
と
が
出
来
な
く

な
り
ま
し
た
が
、
皆
さ
ん
農
業
に
つ
い

て
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
ま
す
か
。

西中 2年

米田さん

-
農
業
機
械
の
共
同
利
用
を
考
え
た
ら

ど
う
で
し
ょ
う

原

農
業
機
械
な
ん
か

一
軒

一
軒
で
買

っ
て
い
る
よ
う
で
す
が
、
協
力
と
い
う

こ
と
を
考
え
て
大
規
模
の
農
業
を
考
え

て
ゆ
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
ん
じ
ゃ
な

い
で
し
ょ
う
か
。

市
長

道
下
地
区
や
上
野
方
地
区
で
は

一
部
共
同
の
機
械
を
も

っ
て
い
る
と
こ

ろ
が
あ
り
ま
す
が
、
ほ
場
整
備
を
各
地

で
や

っ
て
い
ま
す
の
で
、
こ
れ
か
ら
は

考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思

い
ま
す
。

米
国

私
の
と
こ
ろ
は
農
家
で
な
い
け

れ
ど
祖
母
の
家
で
、
素
足
で
田
圃
に
入

る
こ
と
が
あ

っ
て
楽
し
い
と
思

っ
た
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

稲
沖

た
ま
の
こ
と
だ
か
ら
良
い
ん
で
、

本
当
は
大
変
な
ん
で
す
よ
。

西中 3年

金坂さん

虎
谷

田
圃
が
整
備
さ
れ
た
の
は
非
常

に
よ
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
が
、
昔
、
タ

コ
あ
げ
し
て
田
圃
で
遊
ん
だ
イ
メ
ー
ジ

が
セ
メ
ン
ト
な
ど
使

っ
て
、
今
で
は
全

全
異
な

っ
た
イ
メ
ー
ジ
に
な

っ
て
い
ま

す
。

市
長

と
こ
ろ
で
学
校
の
勉
強
は
楽
し

い
で
す
か
、
給
食
の
時
間
な
ど
は
ど
う

で
す
か
。

米
国

7

二
年
生
の
と
き
は
自
由
に
勉

強
し
て
い
る
よ
う
で
す
が
、
三
年
生
と

な
る
と
何
と
な
く
ゾ

ッ
ー
と
し
ま
す
。

虎
谷

給
食
の

パ
ン
が
、
や
わ
ら
か
か

っ
た
り
、
か
た
く
て
乾
い
て
い
た
り
し

て
、
品
質
が

一
定
し
て
い
な
い
よ
う
で

す
。

市
長

学
校
の
勉
強
が
も
う
少
し
楽
し

く
あ

っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
せ
ん
か
。

金
坂

ク
ラ
ス
内
で
競
争
的
ふ
ん
い
気

に
な

っ
て
き
て
い
ま
す
。
進
学
し
た
い

と
思
う
人
は
み
ん
な
進
学
出
来
る
よ
う

に
あ
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
う
す
れ

ば
勉
強
も
マ
イ
ペ
ー
ス
で
い
け
る
と
思

い
ま
す
。

市
長

し
り
を
た
た
か
れ
て
勉
強
す
る

よ
う
な
感
じ
で
し
ょ
う
。
二
年
生
は
今

が

一
番
楽
し
い
と
き
と
思
い
ま
す
が
。

八
回

二
年
生
は
自
由
で
好
き
勝
手
な

こ
と
を
し
て
い
る
と
い
う
点
が
み
ら
れ

ま
す
。

市
長

今
日
は
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
三
年
生
は
進
学
に
、
二

年
生
は
こ
れ
か
ら
の
一
年
、
勉
学
に
い

そ

し
ま
れ
、
よ
い
年
を
過
さ
れ
る
よ
う
、

皆
さ
ん
の
意
見
を
市
政
に
反
映
し
て
い

く
よ
う
努
力
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

出
席
者

魚
津
市
長

西
部
中
学
校
三
年
一
組

三
年
四
組

二
年
五
組

東
部
中
学
校
二
年
四
組

二
年
四
組

二
年
一
組

企
画
広
報
室
長
(
司
会
)

敬
称
略
)清

河
七
良

稲
沖

真

金
坂
田
加
理

米
田
博
美

八
田
直
美

原、虎
谷

本
吉 企画広報室長

本吉 稔
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光
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機騒盤機購
こまつだときには、ご利用くだ
さい。
相談料はいりません。

市民相談

日曜日を除き毎日
午前8時30分~午後5時まで
土曜日は正午まで
市役所市民相談室

ニ
級
技
能
士
訓
練
課
程

の
通
信
制
訓
練
を
希
望

さ
れ
る
皆
さ
ん
へ

こ
の
通
信
制
訓
練
は
、
生
産
企
業
な

ど
現
場
で
働
く
皆
さ
ん
が
、
近
代
化
す

る
高
度
産
業
技
術
に
必
要
な
技
能
の
裏

付
け
と
な
る
専
門
的
知
識
を
習
得
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
、

実
力
の
あ
る
中
堅

技
能
者
と
な
る
た
め
に
設
け
ら
れ
た
制

度
で
、
現
在
一
万
七
千
余
名
の
方
が
た
が

一
生
懸
命
学
習
に
励
ん
で
お
り
ま
す
。

こ
の
制
度
の
受
講
を
希
望
さ
れ
る
方

は
、
い
つ
で
も
受
付
け
て
い
ま
す
の
で

申
込
み
く
だ
さ
い
。

一

科

目

機
械
、
仕
上
げ
、
機
械
製
図
、
機
械

検
査
、
時
計
修
理
、
鋳
鉄
鋳
物

、
鋳
鋼

鋳
物
、
鉄
鋼
熱
処
理
、
木
型
、
回
転
電

機
組
立
て
、
製
か
ん
、
板
金
、
金
属
塗

装
、
電
気
メ
ッ
キ
、
建
築
、
ブ
ロ
ッ
ク

建
築
、
と
び
、
左
官
、
タ
イ
ル
張
り
、

建
築
塗
装
、
配
管
、
建
具
、
家
具
木
工
、

行政相談

包月第1.第3木曜日
午後?時------4時
市役所市民相談室

交通事故相談(巡回)

オ月21日(ポ ・2月4日ω
2月18日ω
午前10時~午後3時
県魚津総合庁さ内
魚津地方県民相談室

広
告
美
術
、
オ
フ
セ

ッ
ト
印
刷
、
凸
版

印
刷
、
活
版
印
刷
、
活
版
製
版
、
横
編

メ
リ
ヤ
ス
、
洋
服

二

受

講

資

格

実
務
経
験
が
あ
れ
ば
、
だ
れ
で
も
受

講
で
き
ま
す
。
学
歴
、
年
齢
、
性
別
は

問
い
ま
せ
ん
。

三
訓
練
期
間
一
ヵ
年
(
い
つ
か
ら

で
も
受
講
で
き
ま
す
。)

四
受
講
料
四
千
円
(
教
科
書
、
指

導
書
代
含
む
。)

五

訓

練

の

内

容

教
科
書
、
指
導
書
に
よ
右
自
学
自
習
、

質
疑
応
答
、
設
問
解
答
、
面
接
指
導

(二

1
三
日

)。

面
接
指
導
は
、
職
訓
大

学
、
東
京
職
訓
短
大
及
び
各
県
の
総
合

高
等
訓
練
校
で
行
い
ま
す
。

六

特

典

修
了
さ
れ
た
方
に
は
、
職
訓
大
学
か

ら
修
了
証
書
が
授
与
さ
れ
、
受
講
し
た

訓
練
科
目
に
対
応
す
る
技
能
検
定
職
種

の
二
級
技
能
検
定
の
学
科
試
験
が
免
除

に
な
り
ま
す
。

以
上
、
通
信
制
訓
練
に
対
し
て
の
お

人 権 相 談

日曜日を除き毎日
午前9時から~午後4時まで
土曜日は正午まで
富山地方法務局魚津支胃

税の相談

包月5日 ・15日 ・25日
午前9時~午後4時
魚津税務署

相談日ガ日曜日に当つ疋場合は翌日

問
い
合
せ
は
、
職
業
訓
練
大
学
校
通
信

訓
練
部
(
干
二
二
九
、
相
模
原
市
相
原

一
九
六

O
、
電
話

O
四
二
七
|
六
一

i
l

-
-
一
一
二
、
東
京
職
業
訓
練
短
期
大

学
校
(
干

一
八
七
、
東
京
都
小
平
市
小

川
西
町
二
二
六

O
、
電
話

O
四
二
三
|

四
一

l
三
三
三
二
又
は
、
各
県
の
総

合
高
等
職
業
訓
練
校

(魚
津
総
合
高
等

職
業
訓
練
校
、
市
内
川
縁
一
三
五
五
、

電
話
二
二
|
五
二
ニ
四
)
で
お
聞
き
く

だ
さ
い
。

ij菌;-j
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へ金:!。

大
人
と
し
て
、
社
会
人
と
し
て
、
か

ぎ
り
な
い
夢
と
希
望
に
満
ち
あ
ふ
れ
た

青
春
の
門
出
を
心
か
ら
お
祝
い
申
し
あ

げ
ま
す
。

二
十
歳
に
な
る
と
、
成
人
と
し
て
の

多
く
の
権
利
が
与
え
ら
れ
、
義
務
が
課

せ
ら
れ
ま
す
。
国
民
年
金
に
加
入
す
る

心配ごと相談

月曜日を除き自白
午前9時~午後48寺
福祉センター百楽荘

内職相談

包週、月 ・水 -金曜日
午前9時30分~午後38寺
市役所市民相談室

こ
と
も
義
務
の
一
つ
と
し
て
法
律
で
き

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

わ
が
国
に
は
、
八
つ
の
公
的
年
金
制

度
が
あ
り
、
国
民
は
必
ず
ど
れ
か
の
年

金
制
度
に
加
入
す
る
た
て
ま
え
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。

会
社
や
工
場
に
つ
と
め
る
人
は
厚
生

年
金
、
公
務
員
や
公
共
企
業
体
職
員
、

教
職
員
、
農
協
や
漁
協
に
つ
と
め
る
人

は
各
共
済
組
合
に
、
農
業
や
商
業
に
従

事
す
る
人
は
国
民
年
金
に
加
入
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

洋
裁
、
料
理
、
理
容
、
美
容
学
校
に

行
っ
て
い
る
人
も
国
民
年
金
の
加
入
者

で
す
。

今
日
で
は
、
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
、
ア
メ
リ

カ
で
も
若
者
は
み
な
、
年
金
の
加
入
者

で
す
。

国
民
年
金
に
は
、
八
つ
の
給
付
が
あ

り
、
遠
い
将
来
の
保
障
ば
か
り
で
な
く

明
日
の
暮
し
も
守
っ
て
く
れ
ま
す
。

加
入
し
て
一
年
た
っ
た
後
、
も
し
交

通
事
故
、
病
気
、
天
災
な
ど
で
思
わ
ぬ

重
度
障
害
を
受
け
た
と
き
は
、
治
る
ま

で
「
障
害
年
金
」
が
、
ま
た
、
父
を
な

く
し
た
母
子
家
庭
に
は
「
母
子
年
金
」

あ
る
い
は
「
準
母
子
年
金
」
「
遺
児
年

金
」
「
寡
婦
年
金
」
「
死
亡
一
時
金
」

そ
し
て
「
通
算
老
齢
年
金
」
「
老
齢
年

金
」
と
幅
広
く
見
守
っ
て
い
ま
す
。

我
が
国
の
平
均
寿
命
は
、
男
七
一

・
一

六
歳
、
女
七
六

・
=
二
歳
と
世
界
の
長

寿
国
の
中
で
も
ト
ッ
プ
に
近
づ
き
つ
つ

あ
り
ま
す
。
老
後
の
く
ら
し
の
準
備
は

若
い
う
ち
か
ら
心
が
け
て
お
き
た
い
も

の
で
す
。

ス
ク
ー
ル
・
ゾ
l
ン

の
一
部
変
更

!
日
年
ロ
月
末
か
ら
実
施

l

①
川
縁
交
差
点
i
吉
本
電
気
庖
ま
で
、

ω
K
を
m
K
に

②
住
吉
交
差
点
l
松
本
商
庖
ま
で
、

ω

K
を
初

K
と
駐
車
禁
止
に

③
松
本
タ
バ
コ
庖
i
岩
元
隆
敏
方
ま
で
、

初

K
を
m
K
に

④
武
田
昭
作
方

1
山
口
正
治
方
の
方
向

に
向
う
一
方
通
行
に

規
則
を
守
り
、
学
童
や
地
域
住
民
の

交
通
事
故
を
防
止
す
る
た
め
に
ご
協
力

く
だ
さ
い
。

み
3
リ

l
L「
」
「

i

刷せ

多

一

読

詞

l

芳
ら

l
l
k
c
↑

ン
現

一
お

ゾ
の

ル
更

一
変

々
/ス校学士
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親

子

の
ふ

リ

手

白

ゐメ

三
ロ

次
の
表
は
あ
る
雑
誌
に
の
っ
て
い
た

も
の
で
す
が
、
百
人
の
小
学
生
を
対
象

に
「
親
子
の
対
話
」
を
調
査
し
た
結
果

を
ま
と
め
た
も
の
で
す
。

ママの口ぐせベスト・テン

①
勉
強
し
な
さ
い

②
起
き
な
さ
い

③
ダ
メ
じ
ゃ
な
い
の

④
宿
題
は

⑤
テ
レ
ビ
ば
か
り
見
て
ノ

⑥
早
く
し
な
さ
い

⑦
し
っ
か
り
し
な
さ
い

③
気
を
つ
け
な
さ
い

⑨
寝
な
さ
い

⑬
落
ち
つ
い
て

こ
の
表
が
示
し
て
い
る
よ
う
に
「
起

き
な
さ
い
。
勉
強
し
な
さ
い
。
ダ
メ
じ

ゃ
な
い
の
」
と
い
う
の
が
も
っ
と
も
多

く
、
こ
ん
な
命
令
調
の
こ
と
ば
が
連
発

さ
れ
る
と
親
子
の
対
話
も
あ
っ
た
も
の

で
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
あ
る
新
聞
記
事
に
高
校
生
の

親
子
の
会
話
に
つ
い
て
書
い
て
あ
り
ま

し
た
が
、
そ
れ
に
よ
る
と
極
端
な
例
か

も
し
れ
ま
せ
ん
が
「
メ
シ

・
カ
ネ

・
ウ

ル
セ
|
」
と
い
う
こ
と
で
す
。

た
だ
こ
の
両
者
に
何
か
つ
な
が
り
が

あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

親
が
い
つ
も
命
令
調
で
対
話
の
チ
ャ

広報うおづ
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ン
ス
を
与
え
な
い
と
、
い
つ
の
ま
に
か

前
者
の
小
学
生
達
も
「
メ
シ

・
カ
ネ
・

ウ
ル
セ

l
」
と
い
う
高
校
生
に
な
る
も

の
と
い
っ
て
い
い
で
し
ょ
う
。

ま
た
、
あ
る
人
の
調
べ
た
と
こ
ろ
に

よ
る
と
、
親
と
子
が
こ
と
ば
を
か
わ
す

時
間
は
「
マ
マ
の
口
ぐ
せ
ベ
ス
ト

・
テ

ン
」
に
あ
る
よ
う
な
一
方
通
行
的
な
命

令
調
を
除
い
て
、
一
日
平
均
十
数
分
に

す
ぎ
な
い
と
い
っ
て
い
ま
す
。

あ
な
た
の
家
庭
で

H

本
物
の
対
話
H

は
何
分
あ
る
で
し
ょ
う
か
。

時
に
は
三
分
親
子
・
五
分
親
子
と
い

う
こ
と
も
あ
る
よ
う
で
す
。
そ
こ
で
親

子
の
対
話
で
大
切
な
こ
と
は
、
子
供
の

立
場
に
立
っ
て
考
え
ら
れ
る
か
ど
う
か

と
い
う
点
に
あ
る
と
思
い
ま
す
。

そ
の
た
め
に
は
話
し
合
い
の
途
中
で

注
意
し
た
り
し
て
話
し
の
腰
を
お
ら
な

い
で
最
後
ま
で
聞
い
て
や
る
こ
と
が
肝

要
だ
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

冬
の
休
み
中
は
忙
し
い
時
期
で
す
が
、

親
子
の
温
か
い
対
話
を
も
っ
機
会
を
と

る
よ
う
に
さ
れ
た
ら
、
子
供
の
人
間
的
成

長
に
大
い
に
役
立
つ
も
の
と
思
わ
れ
ま

す
。

ネ象
上
野
方
小
・
体
育
館
完
成

子
供
達
が
待
ち
に
ま
っ
た
、
上
野
方

小
学
校
体
育
館
が
こ
の
ほ
ど
完
成
し
ま

し
た
。
工
事
請
負
額
五
千
四
百
九
十
万

円
で
、
印
年
6
月
か
ら
進
め
ら
れ
て
い

た
こ
の
工
事
も
、
日
月
初
日
で
完
成
し
、

よ
ろ
こ
び
の
落
成
式
が
ロ
月

6
日
に
新

体
育
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
は
、
児
童
は
も
ち
ろ
ん
、

こ
の
地
区
の
方
が
た
の
体
育
向
上
に
そ

の
役
目
を
充
分
に
果
た
し
て
く
れ
る
も

の
と
思
い
ま
す
。

。
構
造
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り

O
面
積

体
育
館
六

O
O平
方
灯

渡
り
廊
下
四
六
平
方
灯

企
体
育
館
内
部
と
喜
び
の
落
成
式

25円 1庖、マリナーソフトで27円 1庖、 10円 1庖、それ

ぞれ引き下げた屈がありました。 灯油は200.e配達で100

円引き下げた 1庖があったほか、ほとんど値動きは認め

られませんでした。

なお、 12月の物価を、前年同期にくらべてみると、灯

油は約10 ~:* の値上がりでLP ガスは横ぱいになっており

ます。生活物資は、 15品 目 の う ち ノ〈ターを除き 4-18 

Gの値下がりをみせており、全体として物価は安定をみ

せております。

年末年始にかけて生活物資の需要が大幅に増加するこ

とに より、値上がりが心配されましたが、今回の調査では、

いずれの品物も豊富 に出回っており価格も 11月に比べ安

定しております。砂糖は60円引き下げた 1庖、 21円引き

下げた 1庖があり前月につづき安値の傾向にあります。

天ぷら油(l，650 g )で 45円、みそで 27円 1底、

4

司
左
の
表
中

O
印
は
毎
月
日
日
調
査
の
7
庖
の
平
均
価
格
で
す
。

ncロz 目 メーカー ロ'"ロ 名 容量
49年 50年 50年 50年 50年12月における 4192年比月~5較102年月

12月平均 10月平均 11月平均 12月平明 最低~最高

7i't 糖 日 新 カ ‘ソ ーア 21k4 g 
295円 298円 294内 282円 250内:...:.. 300 円 96 % 

し よ つ t由 キ ツ コマン キ ツコマン 425 396 400 400 385- 420 94 
食 用 t由 味 σ3 素 天プラ油 1，650 g 712 656 660 653 635- 690 92 

11 11 11 450 g 184 177 177 177 168- 185 96 
11 11 サ ラ ダ 油 l，6510 kg g 792 702 727 727 680- 790 92 
麦 粉 日 清 フラワー 132 128 127 128 118- 138 97 

即席めん 明 星 明星 18 番 85g 44 40 39 36 35- 41 82 
11 日 清 出 前 一 丁 100g 49 45 46 42 38- 45 86 

乾 ゲ〉 ん 11 雪.No.ち 1 つどん 250g 55 53 54 51 40- 55 93 
み そ 雪日 本印海乳み業そ

ゃんのこうじみそ 1 kg 237 222 222 214 198- 240 90 
ノ〈 タ 雪 印北海道 225g 289 290 295 296 255- 315 102 
マーガリン 11 雪 印ソフト 225g 197 192 190 192 180- 215 97 

11 味 σ3 素 マリーナソフト 225g 188 191 191 181 165- 198 96 
クヲレタミン酸ソーダ 11 味 σ3 素 120 ITg 14 

217 209 209 208 195- 225 96 
食 酢 、、、 ツカ ン 、、、 ツカ ン 500 125 123 122 122 110- 135 98 
L P ガス 10kg 1，450 1，466 1，466 1，466 1 ，400 -1 ，500 101 
灯 油 18.e庖頭 605 681 686 686 666- 690 113 

11 200.e配達 6，716 7，316 7，433 7，416 7 ， 300 -7 ，500 110 
」

0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
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あ
な
た
と
図
書
館
倒

最
近
の
本
か
ら

健
康
法
ブ

l
ム

ω

同
強
精
法
の
本

い
く
ら
長
寿
を
保
っ
て
も

H

悦
惚
の

人
々
で
は
あ
わ
れ
で
す
。
不
老
長
生
も

強
精
で
あ
っ
て
こ
そ
生
き
甲
斐
が
あ
り

ま
す
。

中
国
で
古
く
か
ら
強
精
法
が
研
究
さ

れ
て
き
た
の
も
ゆ
え
な
し
と
し
ま
せ
ん
。

歴
史
的
な
文
献
は
枚
挙
に
い
と
ま
あ

り
ま
せ
ん
が
、
現
代
版
の
異
色
本
と
し

て
は
、
ま
ず

「
ガ
マ
の
聖
談
」
(
南
喜
一

著
)
は
一
読
に
価
し
ま
す
。

「
ス
タ
ミ
ナ
の
つ
け
方
」
(豊
川
公
平

著
)
は
ス
タ
ミ
ナ
づ
く
り
の
秘
密
を
公

開
し
た
も
の
で
、

一
日

μ
時
聞
の
ス
タ

ミ
ナ
生
活
法
を
詳
し
く
書
い
て
い
ま
す
。

「
ハ
チ
ミ
ツ
特
効
食
」
(
渡
辺
孝
著
)

は、

一
般
健
康
食
と
し
て
は
も
ち
ろ
ん

で
す
が
、
強
精
食
と
し
て
も
見
逃
せ
ま

せ
ん
。「

ロ
ー
ヤ
ル
ゼ
リ

l
の
神
秘
」
(
井
上

丹
治
著
)
は
、
世
界
の
秘
薬
と
い
わ
れ

る
ロ
ー
ヤ
ル
ゼ
リ
ー
の
神
秘
を
の
べ

、

ロ
ー
ヤ
ル
ゼ
リ
ー
に
よ
る
若
返
り
法
を

公
開
し
た
も
の
で
、
ハ
チ
ミ
ツ
と
は
全

く
異
質
の
秘
薬
で
あ
る
点
を
強
調
し
て

い
ま
す
。

変
っ
た
本
と
し
て

「
男
性
向
分
間
改

造
法
」

を
紹
介
し
て
お
き
ま
す
。
医
者

が
考
案
し
た
男
性
自
身
改
造
法
の
本
で

す
。

「
紅
茶
キ
ノ
コ
健
康
法
」
(
中
満
須
磨

子
著
)
の
爆
発
的
人
気
を
契
機
と
し
て

第
二
の
健
康
書
ブ
ー
ム
を
巻
き
お
こ
し

て
い
ま
す
。

「
無
病
長
生
健
康
法
」
(
西
勝
造
著
)

「
酉
式
健
康
法
」
(
樫
尾
太
郎
著
)
十

七
歳
の
時
、
結
核
の
た
め
死
の
宣
告
を

受
け
た
西
勝
造
氏
が
、
古
今
東
西
の
俺

康
法
三
六
二
種
を
研
究
し
、
こ
れ
を
十

七
種
に
分
類
し
た
上
、
綜
合
し
た
も
の

が
、
西
式
健
康
法
の
六
大
法
則
で
す
。

「
梅
の
健
康
法
」
(
松
本
紘
著
)
日
本

古
来
か
ら
の
保
存
食
で
あ
る
梅
干
し
を

い
ろ
い
ろ
の
角
度
か
ら
み
な
お
し
、
動

脈
硬
化
、

高
血
圧
、
肝
臓
病
、
腎
臓
病

リ
ュ
ー
マ
チ
、
冷
え
症
な
ど
に
効
く
と

説
い
て
い
ま
す
。

「
酢
の
健
康
法
」
(清
水
桂
一
著
)

現
代
人
は
ド
レ

ッ
シ
ン
グ
や
マ
ヨ
ネ

ー
ズ
を
と
る
こ
と
は
あ

っ
て
も
、
酢
の

物
は
あ
ま
り
食
べ
な
く
な
っ
て
し
ま
い

ま
し
た
。
「
美
容
と
健
康
に
役
立
つ
酢
料

理
」
を
本
書
で
す
す
め
ま
す
。

そ
の
他

「
ご
ま
の
健
康
法
」
「
牛
乳
健

康
法
」
「
ビ
タ
ミ
ン

C
健
康
法
」
「
酵
素
健

康
法
」
「
な
っ
と
う
健
康
法
」
「
む
ぎ
健
康

法
」
「
海
藻
の
健
康
法
」
「
玄
米
食
健
康
法
」

「
の
り
健
康
法
」

な
ど
で
す
。

ま
だ
ま
だ
健
康
法
の
本
ブ
ー
ム
は
、

つ
づ
き
そ
う
で
す
。

ど
う
ぞ
、
今
年
も
良
い
年
で
あ
り
ま

す
よ
う
に
、
図
書
館
の
本
を
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

図
書
館
に
入
っ
た

あ
た
ら
し
い
本

諸
君
ノ
名
刺
で
仕
事
を
す
る
な

扇

谷

正

造

ス
ポ
ー
ツ

・
ラ
イ
セ
ン
ス
の
と
り
か
た

大
石
三
四
郎

ト
ラ
ン
プ
手
品
入
門

F
・ガ
ル
シ
ア

太
ッ
腹

を

つ

く

る

本

桜

木

健

吉

食
卓
の
フ
ォ

ー
ク

ロ

ア

春

山

行

夫

土
を
使
わ
な
い
野
菜

・
草
花
園
芸

武

川

満

夫

ち

ゃ

ん

こ

鍋

の

秘

訣

山

本

保

彦

ノ
イ
ロ

ー
ゼ
に
な
っ
た
犬

ス
テ
ィ
l
ヴ
ン

・
ベ
イ
カ
l

生
き
が
い
の
う
ま
れ
る
健
康
法

高

島

博

あ
み
も
の
リ
フ
ォ
ー
ム
小
瀬
千
枚

ボ
デ
ィ
を
鍛
え
る

窪
田

登

コ
レ
ス
テ
ロ

ー
ル
の
知
識
と
献
立
例

桜

井

達

男

小

説

父
母
の
教
え
給
い
し
歌
佐
藤
愛
子

鬼
怒
川

有
吉
佐
和
子

火

の

路

上

・
下

松

本

清
張

空
海
の
風
景
上

・
下
司
馬
遼
太
郎

剣

の

天

地

池

波

正

太

郎

読
み
た
い
本
は
電
話
で

予
約
し
ま
し
ょ
う

本
の
借
り
出
し
は
無
料
で
す

魚
津
市
立
図
書
館
幻
|
0
4
6
2

(市
民
会
館
と
な
り
)

総
合
体
育
館
で

「
走
ろ
う
会
」

AH
合
会
脅
占H
-R
占H
-R
AH
-肉
食
合
占H
-R
占H
-R
AH
-R

-R 合
、、E
1

j

'

F

h

1

1

1

』，r

…戸
@
月
保
健
)

総
合
体
育
館
の
大
体
育
室
に
は
、

一

付

夕

ω
a
w
¥
1パ叶
j
vx

周
や
く
百
六
十
灯
の
ラ
ン
ニ
ン
グ
走
路

占

R

i

-

-

』
1

1

AH 

が
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
を
利
用
し
て
、
占
R
V
百
日
咳
、
ジ
フ
テ
リ
ア
、

体
力
づ
く
り
に
役
立
て
よ
う
と
、
最
近
付

破
傷
風
三
種
混
合
予
防
注

「
走
ろ
う
会
」
が
つ
く
ら
れ
て
い
ま
す
o
M

射

(

第

1
回
目
)

現
在
、
年
輩
者
や
婦
人
初
名
余
り
が
参
合
マ
該
当
者
l
(
第
1
期
)

1
月
初

合

加
し
て
毎
週
水
曜
日
を
定
例
と
し
て
午
合
日
現
在
、
満
2
歳
以
上
の
人
で
、

背

後
7
時
ぬ
分
か
ら
体
に
応
じ
た
距
離
を
合
1
回
も
受
け
て
い
な
い
人
。

*
 

走
っ
て
い
ま
す
。
1
月
7
日
に
は
走
り

合
(
第

2
期

)
1
月
初
日
現
在
、
満

ぞ
め
を
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

-R

2
歳
以
上
の
人
で
、
第
1
期
が
終

合

お
問
い
合
わ
せ
は
総
合
体
育
館
へ

*

っ
て
い
る
人
。
(
但
し
、
却
年
ロ
月

合

(
電
話
n
|
1
2
6
3
)

*

i
m
年
1
月
ま
で
に
、
2
回
終
了
し

れ
て
い
る
人
。

2
月

の

歩

ニ

う

会

川

マ

1
月
初
日
1
本
江
、
住
吉
、
片
貝

2
月
の
歩
こ
う
会
は
、

1
日
間
早
月
日
各
校
下
。

川
方
面
へ
行
き
ま
す
o

A

H

マ
1
月
幻
日
l
村
木
、
道
下
、
各
校
下

合

コ
ー
ス
は
、
電
鉄
魚
津
駅
前
(
午
前
白
マ
1
月
n
日
l
大
町
、
松
倉
、
吉
島
、

9
時
出
発
)

|
住
吉
|
一
一
一
ヶ
|
早
月
川
十
天
神
、
各
校
下
。

聞
を
往
復
し
ま
す
。

(
中
食
不
要
)
け
マ
1
月
お
日
l
経
団
、
上
野
方
、
西

参
加
希
望
者
は
、
午
前
8
時
印
分
ま
で
け
布
施
、
上
中
島
、
各
校
下
。

電
鉄
魚
津
駅
前
へ
お
集
ま
り
く
だ
さ
い
。

合

マ
1
月
初
日
1
総
ぎ
ら
い

AH 

降
雪
の
多
い
場
合
、
荒
天
の
場
合
は

*

マ
会
場
l
市
民
会
館

合

中
止
し
ま
す
。

*

マ
時
間
l
午
後
1
時
1
2
時

地
域
賃
金
や
最
低
賃
金
が

れ
マ
料
金
1
無
料

改
定
に
な
り
ま
す

れ
。
注
l
m
年
1
月
に
2
回
1
3
回
完

富
山
県
に
お
け
る
地
域
、
食
品
製
造
付
了
し
た
人
で
日
年
1
月
初
日
現
在
で
、

業
や
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
品
製
造
業
の
最
会
満
2
歳
に
達
し
て
い
な
い
人
は
、
今

-R 

低
賃
金
が
改
定
さ
れ
、

1
月
M
日
か
ら
合
回
は
注
射
で
き
ま
せ
ん
。

適
用
さ
れ
ま
す
。
く
わ
し
く
は
、
富
山

労

け

V
ジ
フ
テ
リ
ア
予
防
注
射

働
基
準
局
(
電
話
0
7
6
4
@
2
7
2
け

(
単
独
)

7
番
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

け
マ
該
当
者
l
(
第
3
期
)
叫
年
4
月

一一 10一一
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市
教
委
で
は
、
次
の
よ
う
な
冬
の
ス

ポ
ー
ツ
教
室
を
ひ
ら
く
こ
と
に
し
て
い

ま
す
。
受
講
希
望
者
は
、
申
込
書
に
住

所
、
氏
名
、
年
齢
、
参
加
種
目
等
を
書

き
、
ス
ポ
ー
ツ
傷
害
保
険
百
円
を
添
え

て
、
期
日
ま
で
に
市
教
委
社
会
教
育
課

へ
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

申
込
書
は
、
各
学
校
、
勤
労
青
少
年

ホ
l
ム
、
総
合
体
育
館
、
公
民
館
、
市

内
運
動
具
庖
に
も
お
い
て
あ
り
ま
す
か

ら
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
小
中
学
生
は
、
保

護
者
の
参
加
承
諾
の
認
印
が
必
要
で
す
。

ス
キ

教

室

マ
期
日第

一
回

1
月
日
日
制

第
二
回

2
月
1
日印刷

マ
時
間
午
前
日
時
i
午
後
2
時
(
9

時
ぬ
分
受
付
)

マ
場
所
l
大
谷
ス
キ
l
場

マ
対
象
l
初
心
者
で
、
で
き
る
だ
け
二

固
と
も
出
席
で
き
る
人
(
小
学
校

五
年
以
上
の
市
民
)

マ
申
込
期
日

1
1月
9
日
働

マ
参
集
場
所
l
中
腹
休
け
い
所
前

卓

4

水
マ
4'if

孝夫

室

マ
期
日

回

2
月
日
日
嗣

二
回

2
月
日
日
制

三
回

2
月
初
日
同

マ
時
間
l
午
後
1
時
1
4
時

マ
場
所

1
総
合
体
育
館

マ
対
象

1
小
学
校
四
年
生
以
上
の
市
民

(
親
子
で
の
参
加
を
歓
迎
し
ま
す
。)

マ
申
込
期
日

1
2月
9
日
開

婦
人
体
力
づ
く
り

マ
期
日

3
月
3
日
附
1
4
月
お
日
附

毎
週
水

曜

日

九

回

マ
時
間
l
午
後
1
時
ぬ
分
1

3
時

マ
場
所
l
総
合
体
育
館

マ
対
象

1
婦
人

マ
申
込
期
日

1
2月
初
日

ω

市
民
ス
キ
!
大
会

2
月
8
日

大

谷

ス

キ

l
場
で

第
日
回
市
民
ス
キ
ー
大
会
は
、

2
月

8
日
側
午
前
9
時
か
ら
大
谷
ス
キ
ー
場

で
ひ
ら
き
ま
す
。

種
目
は
、
滑
降
回
転
(
個
人
)
競
技

で
、
参
加
資
格
は
市
内
在
住
者
お
よ
び

市
内
勤
労
者
で
ア
マ
チ
ュ
ア
に
限
り
ま
す
。

ク
ラ
ス
区
分
は
、
小
学
、
中
学
、高
校
、

一
般
、
壮
年
の
部

(
各
男
女
)
で
す
。

参
加
希
望
者
は
、

2
月
5
日
嗣
ま
で
、

申
込
書
に
住
所
、
年
齢
、氏
名
、
参
加
ク

ラ
ス
等
を
記
入
の
う
え
、
市
教
委
社
会

教
育
課
へ
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

申
込
書
は
、
各
学
校
、
勤
労
青
少
年

ホ

l
ム
、
総
合
体
育
館
、
公
民
館
、
市

内
運
動
具
屈
に
あ
り
ま
す
が
、
小
中
学

生
は
、
学
校
ご
と
に
お
申
込
み
く
だ
さ
合

2
日
1

6
年
4
月
1
日
ま
で
に
生
ま

け
れ
た
人
。
時
間

1
各
日
と
も
午
後
1

別…を
し盛
時
討
議
々
が

一一志

mdけ

時

i
2時

総
長
ぷ
A
Wは
さ
一
一
以
…
ま

じ
一
だ
れ
一
け
マ
場
所

1
各
日
と
も
各
小
学
校

~、敬
一
即
時
一
け
マ

2
月
3
日
H
H
経
団
、
西
布
施
、
白

市
に
次
の
ご
寄
付
が
あ
り
ま
し
た
。

-R
倉
、
各
校
下

合

マ
道
下
保
育
園
施
設
整
備
費
一
万
円
l

*

マ
2
月
4
日

1
住
吉
、
本
江
、
各
校
下

火
の
宮
町
魚
浦
正
マ
道
下
保
育
園
設
備
れ
マ

2
月
5
日

1
片
貝
、
吉
島
(
天
神

資
金
三
万
円
l
火
の
宮
町
石
崎
政
雄
マ
合
含
む
。
)
松
倉
、
各
校
下

*
 

青
山
佐
渡
守
墓
地
整
備
資
金
十
万
円
l
A
H
マ

2
月
6
日

1
上
野
方
校
下

*
 

中

央

通

り

一

丁

目

中

村

松

之

助

合

マ

2
月
刊
日

1
上
中
島
、
大
町
、
各

朗
代

'dt
持
J
J
V

げ

校

下

A徴
主

ロ

意
町
内の

md地

場

川

川

マ

2
月
日
日

1
道
下
、
村
木
、
各
校
下

九

ど
-
守
何
(
敬
称
恵

子
母
親
学
級

マ
一
万
円
l
新
金
屋
一
丁
目
岩
田
茂
マ
け
マ

1
月
日
日
幽
午
前
9
時
初
分

1
午

十
万
円
l
双
葉
町
篠
智
熊
雄
マ
五
千
円

*

後
3
時
初
分

占

H

l
文
化
町
中
村
タ
カ
マ
一
万
円
l
経
団

*

マ
場
所

1
魚
津
保
健
所

会

中
町
横
田
光
巌
マ
二
万
円

1
新
金
屋
一

*

マ
対
象
内
容

1
妊
婦
、
よ
い
子
を
生

丁
目
関
井
燕
一
〉
一
万
円

1
仏
国
関
口
与
れ
む
た
め
の
学
習

蔵
マ
三
万
円
l
舛
田
田
林
親
孝
マ
三
万
A
H
マ
昼
食
と
ズ
ボ
ン
を
ご
持
参
く
だ
さ

-R 

円
l
本
町
一
丁
目
吉
野
禎
貢
マ
二
万
円
台
い
。

ー
北
鬼
江
大
崎
甚
一
(
以
上
香
典
返
し
げ

V
育
児
学
級

*
 

の
一
部
)
マ
三
万
円
労
災
病
院
リ
ハ
ピ
台
マ

1
月
お
日
幽
午
後
1
時
叩
分
1
3

リ
テ
イ
ン

ヨ
ン
資
金
へ

・
三
万
円
社
会
げ
時
ぬ
分

福
祉
施
設
へ
l
茶
道
裏
千
家
淡
交
会
魚

*

マ
場
所
l
魚
津
保
健
所

合

津
支
部
青
年
部
部
長
辻
本
光
彦
マ
一
万

*

マ
対
象
内
容

1
赤
ち
ゃ
ん
の
保
育
者

合

同

1
吉
島
谷
口
貞
夫
マ
二
万
円
l
専
光

合

「
赤
ち
ゃ
ん
の
育
て
方
」
「
避
妊
の

AH 

寺
吉
水
詠
唱
講
マ
三
万
円

1
普
明
会
教

育

し
方
」
「
正
し
い
医
者
の
か
か
り
方
」

団
高
岡
支
部
(
以
上
歳
末
助
け
合
い
募

M

V
乳
児
検
診
日
程

金
)
マ
七
千
三
百
四
十
五
円

1
市
役
所
い

職
員
一
同
マ
一
万
円
l
富
山
ヤ
ク
ル
ト
台

魚
津
親
交
会
一
同
マ
一
千
円

1
本
江
小
け

学
校
六
年
松
井
暁
彦
他

八

名

付

(以
下
次
号
へ

)

*
占
H

-R AH *
 

魚
津
善
意
銀
行

一一 11一一
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新
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

話
し
合
い
¥

ペー令/c!ベ空~令/でき

-
成
人
式

成
人
式
は
、

1
月
日
日
午
前
日
時
か

ら
市
民
会
館
大
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
ま
す
。

今
年
、
成
人
に
達
し
た
人
は
、
昭
和
初

年
4
月
2
日
か
ら
、
昭
和
泊
年
4
月
1

日
ま
で
に
生
れ
た
人
で
す
。
市
で
は
年

賀
状
で
該
当
者
に
案
内
を
し
て
い
ま
す

が
、
案
内
状
の
こ
な
か
っ
た
人
又
は
、

魚
津
市
で
成
人
式
を
挙
げ
た
い
方
は
、

市
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
(
電
話
内

線

2
2
5
)
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

-
住
宅
用
地
の
申
告
を

宅
地
の
所
有
者
は
、
そ
の
宅
地
に
住
宅

を
建
築
さ
れ
た
と
き
は
、
市
役
所
税
務

課
固
定
資
産
税
係
に
申
告
し
て
く
だ
さ

い
。(
申
告
用
紙
の
な
い
方
は
認
印
を
持

参
の
う
え
税
務
課
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
)

未
申
告
で
す
と
、
そ
の
宅
地
の
固
定
資

産
税
額
が
高
く
計
算
さ
れ
る
場
合
が
あ

り
ま
す
か
ら
、
必
ず
申
告
し
ま
し
ょ
う
。

申
告
期
日

1
月
初
日

申
告
書
提
出
場
所

税
務
課
固
定
資
産
税
係

・
児
童
手
当
増
額
の
お
知
ら
せ

現
在
、
児
童
手
当
が
支
給
さ
れ
て
い

る
方
は
、
法
律
改
正
に
よ
り
、
昭
和
印

年
叩
月
分
(
支
払
期
は
2
月
)
か
ら
、

月
額
五
千
円
(
改
正
前
四
千
円
)
に
増

額
に
な
り
ま
す
。
な
お
、
増
額
に
つ
い

て
の
手
続
き
は
別
に
い
り
ま
せ
ん
。

。
あ
な
た
も
該
当
し
ま
せ
ん
か
。

軍
人
恩
給
の
請
求
に
つ
い
て

昭
和
印
年
8
月
1
日
よ
り
思
給
法
の

一
部
が
改
正
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
旧
軍

人
又
は
そ
の
遺
族
の
方
で
、
次
に
該
当

す
る
人
は
県
庁
社
会
福
祉
課
恩
給
係
、

又
は
市
役
所
社
会
福
祉
課
福
祉
係
に
申

し
出
て
請
求
又
は
改
訂
手
続
き
を
し
て

く
だ
さ
い
。

1

兵
の
一
時
恩
給
の
支
給

兵
(
兵
長
以
下
)
で
引
き
続
き
実
在
職

年
3
年
以
上
1

7
年
未
満
の
軍
歴
の
あ

る
人
に
は
、
一
時
恩
給
(
一
時
恩
給
支

給
金
額
表
参
照
)
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

又
、
本
人
が
死
亡
し
て
い
る
と
き
は
、

そ
の
遺
族
(
妻
、
未
成
年
の
子
、
父
母
、

祖
父
母
)
に
一
時
扶
助
料
が
支
給
さ
れ

ま
す
。

2
下
士
官
以
上
の
一
時
恩
給
の
支
給

条
件
の
廃
止

下
士
官
(
伍
長
)
以
上
の
一
時
恩
給

は
昭
和
必
年
目
月
よ
り
支
給
さ
れ
て
い

ま
す
が
条
件
と
し
て
下
士
官
の
在
職
が

1
年
以
上
必
要
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
条

件
が
廃
止
さ
れ
、
実
在
職
年
3
年
以
上

1

7
年
未
満
あ
れ
ば
支
給
さ
れ
ま
す
。

(
注
)
普
通
恩
給
、
扶
助
料
及
び
公
務

員
関
係
退
職
年
金
の
受
給
者
に
は
支
給

さ
れ
ま
せ
ん
。

3

恩
給
金
額
の
計
算
に
加
算
年
の
算

入次
の
恩
給
を
受
け
て
い
る
人
に
は
、

恩
給
金
額
に
加
算
年
(
戦
地
勤
務
、
終

戦
後
の
抑
留
期
間
等
に
つ
け
ら
れ
る
割

り
増
し
年
を
い
う
。
)
が
算
入
さ
れ
増
額

さ
れ
ま
す
。

ω日
歳
以
上
の
人
で
普
通
恩
給
を
受

け
て
い
る
人
(
昭
和
必
年
叩
月
よ
り
初

歳
以
上
の
人
が
適
用
さ
れ
て
い
る
)

楽
し
み
合
い
¥
肪
け
合
っ
て
明
る
い
家
庭
を
築
き
ま
し
ょ
う
。

ω傷
病
患
給
と
普
通
思
給
を
受
け
て

い
る
人
。

ω妻
又
は
子
、
父
母
で
扶
助
料
を
受

け
て
い
る
人
。

(注

)ωω
は
昭
和
必
年
日
月
よ
り
適

用
さ
れ
て
い
ま
す
。

一時思給支 給 金額表

除決
実在職年に応ずる一時恩給金額

3年 4年 5年 6年

兵 15.15円0 20.20円0 25.25同0 30.30円0 

f一五 長曹 17，100 22，800 28，500 34，200 

ー軍 型曹車 17，700 23，600 29，500 35，400 

上曹 長曹 18，300 24，400 30，500 36，600 

准士官 21，900 29，200 36，500 43，800 

少尉 24，900 33，200 41，500 49，800 

-
旧
軍
人
、
軍
属
の
定
期
、
叙

位
、
叙
勲
に
つ
い
て

旧
軍
人
、
軍
属
の
方
で
昭
和
日
年
5

月
以
降
発
令
さ
れ
た
定
例
叙
勲
や
昭
和

四
年
1
月
以
降
に
発
令
さ
れ
た
定
例
叙

位
に
つ
い
て
、
終
戦
の
諸
種
の
事
情
で

勲
記
、
勲
章
や
位
記
が
未
伝
達
の
ま
ま

に
な
っ
て
い
る
方
が
い
ま
す
。

こ
の
方
が
た
に
、
現
在
交
付
を
行
っ

て
お
り
ま
す
が
、
現
住
所
不
明
の
た
め

に
交
付
で
き
な
い
方
が
あ
り
ま
す
。
心

当
た
り
の
方
は
、
昭
和
初
年
8
月
現
在

の
本
籍
地
を
お
確
か
め
の
う
え
、
富
山

県
庁
社
会
福
祉
課
恩
給
係
へ
申
し
出
て

く
だ
さ
い
。

-
消
防
機
関
出
初
式

市
消
防
出
初
式
は
、

1
月
6
日
午
前

9
時
初
分
か
ら
村
木
小
学
校
グ
ラ
ン
ド (注)中尉以上省略

で
行
わ
れ
ま
す
。

合

出
初
式
に
は
、
団
員
等
四
五

O
名

と

け

消
防
車
一
六
台
が
参
加
し
、
優
良
団
員
付

表
彰
、
検
閲
点
検
の
あ
と
、
中
央
通
り
げ

で
分
列
行
進
を
行
い
、
北
陸
銀
行
支
什

庖
附
近
で
一
斉
放
水
、
市
中
パ
レ
ー
ド

*

を
し
て
防
火
思
想
の
高
揚
に
つ
と
め
ま
い。交

す

。

*

・
冬
季
聞
の
ゴ
ミ
の
収
集
に

い

つ
い
て

い

。
今
年
は
大
雪
の
降
る
予
報
が
あ
り
ま
合

す
の
で
、
ゴ
ミ
を
前
日
に
出
さ
れ
る
と
け

翌
収
集
日
に
は
ゴ
ミ
に
大
量
の
雪
が
積
け

も
り
、
収
集
作
業
が
困
難
に
な
る
り
道
け

路
上
の
交
通
に
も
支
障
を
き
た
し
ま
す
け

か
ら
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

-R

O
可
燃
物
(
家
庭
用
一
般
ゴ
、

i
燃
え
る
い

も
の
)
不
燃
物
(
金
物
類
と
陶
器
類

l
燃

れ

え
な
い
ゴ
ミ
)
は
定
め
ら
れ
た
日
以
外
村

に
は
、
絶
対
に
出
さ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

日

収
集
日
の
朝
8
時
ま
で
に
出
し
て
く
だ
合脅

さ

い

。

合

。
ゴ
ミ
は
水
分
を
よ
く
切

っ

て

け

。
ゴ
ミ
の
か
さ
は
で
き
る
だ
け
小
さ
く
け

。
河
川
、
海
岸
に
ゴ
ミ
を
捨
て
な
い
で
く
け

だ
さ
い
。

*

皆
な
の
心
婚
け
で
生
ま
れ
る
、

付

。
住
み
よ
い
環
境
、
明
る
い
郷
土
。
ー

・
魚
津
総
合
高
等
職
業
訓
練
校
一

第

二

次

入

校

生

を

募

集

一

マ
募
集
人
員
一
二

O
名

一

マ
訓
練
期
間
一
ヵ
年

一

マ
募
集
期
間

1
月
刊
日
か
ら
2
月

m
一

日

ま

で

一

く
わ
し
く
は
、
同
校
電
話

n
|
5
1
3
r

4
番
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。第

三
六
二
号

V
離
乳
食
調
理
実
習

マ
1
月
お
日
幽
午
前
日
時
1
日
時
初

分
マ
場
所

l
魚
津
保
健
所

マ
対
象
者

1
5か
月
1

6
か
月
の
赤

ち
ゃ
ん
の
保
育
者

V
成
人
病
健
康
相
談

マ
1
月
比
日
附
及
び

1
月
お
日
闘
い

ず
れ
も
午
後
1
時
ぬ
分

1

3
時

マ
場
所

1
魚
津
市
役
所
保
健
室

(2日日5 ) (1日日8) (1村日5 (1日日1) 
4 

ω 日3 幽日2 品1(日日) 

耳震内

扇 平 早 羽 月

谷 井 JlI 回 の

医 病 病 医
休

ム 院 院 院 院

診療医日
@宮 本江 gE 

事i@宮 友道 gOE 町 署管種宮 新

7 4 3 5 
8 5 6ー

5 1 8 4 8 7 8 42 丁目
7 。6 8 5 8 

一-12一一

市勢のうごき (10月末)

200. 75km' 
7.9 km 

12，145世智

23，327人

25，341人

48，668人

女計
29人 73人

19人 31人

49人 81人

68人 113人

世 術数

人口(男)

(女)

計

男

生 44人

亡 12人

入 32人

出 45人

市の面積

海岸線

出

死

転

転

編
集
発
行
人

i掌

魚、

市

E[l 
席。

魚
津
印
制
株
式
会
社


